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山
北
町
は
町
の
面
積
の
約
９
割
が
丹
沢

大
山
国
定
公
園
並
び
に
県
立
自
然
公
園
等

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
森
林
や
自
然
環
境
は

神
奈
川
県
民
の
水
源
と
し
て
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

水
源
を
守
り
、
自
然
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
町
で
は
様
々
な
施
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

水
源
林
の
役
割

・
地
球
温
暖
化
を
防
止

森
林
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
と
同
時
に
酸
素
を
放
出
し
て
大
気

を
浄
化
し
て
い
ま
す
。

・
災
害
を
防
ぎ
、
環
境
を
守
る

森
林
は
、
根
が
土
の
移
動
を
抑
え
る

の
で
、
土
砂
崩
れ
な
ど
を
防
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
森
林
の
中
に
は
落
ち
葉
や
枯
れ

枝
が
積
も
っ
て
い
る
の
で
、
雨
に
よ
っ

て
表
面
の
土
が
流
さ
れ
ず
、
川
や
ダ
ム

に
土
砂
が
流
れ
込
む
こ
と
を
防
い
で
い

ま
す
。

・
水
源
か
ん
養
機
能

健
全
で
豊
か
な
森
林
は
、
雨
水
を
地

中
に
た
め
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け

て
流
出
さ
せ
ま
す
。
こ
の
働
き
は
洪
水

や
渇
水
を
や
わ
ら
げ
、
安
定
し
た
水
の

流
れ
を
保
ち
ま
す
。

 ・
水
質
の
浄
化
機
能

雨
水
は
森
林
の
土
に
し
み
こ
む
と
空

気
中
の
ち
り
や
大
気
汚
染
物
質
な
ど
が

取
り
除
か
れ
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な

き
れ
い
な
お
い
し
い
水
に
な
り
ま
す
。

・
豊
か
な
海
を
育
む

豊
富
な
養
分
を
含
ん
だ
森
林
の
水
は

海
へ
流
れ
着
き
、
魚
介
類
や
海
藻
類
を

育
み
、
豊
か
な
海
を
つ
く
り
ま
す
。

県
民
の
水
が
め
と
し
て
の
役
割

三
保
地
域
の
河
内
川
・
世
附
川
・
玄
倉

川
の
き
れ
い
な
水
は
、
丹
沢
湖
に
流
れ
込

み
、
酒
匂
川
に
流
れ
、
小
田
原
市
の
飯
泉

取
水
堰
で
水
道
用
水
と
し
て
取
水
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
で
取
水
さ
れ
た
水
の
10
パ
ー

セ
ン
ト
は
小
田
原
市
民
の
水
道
用
水
と
し

て
使
わ
れ
、
残
り
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

横
浜
市
、
川
崎
市
を
は
じ
め
県
内
の
水
道

用
水
と
し
て
家
庭
や
工
場
な
ど
に
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

水
源
地
域
と
し
て
の
役
割

こ
の
よ
う
に
水
源
地
域
に
は
、
多
様
な

生
き
物
が
息
づ
く
森
林
、
清
ら
か
な
川
、

き
れ
い
な
空
気
な
ど
の
豊
か
な
自
然
や
郷

土
文
化
な
ど
の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
が
残

さ
れ
て
お
り
、
飲
料
水
の
供
給
や
温
暖
化

の
防
止
等
、
多
く
の
大
切
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
守
る
た
め
に
は
水
源
地

域
に
根
ざ
し
た
産
業
が
活
性
化
し
、
生
活

す
る
人
々
が
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち

続
け
な
が
ら
暮
ら
せ
る
、
活
力
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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水
源
地
域
交
流
の
里
自
然
体
験
教
室

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
都
市
住

民
に
水
源
地
域
の
役
割
や
水
源
環
境
保
全

の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、「
交

流
の
里
地
域
（
共
和
・
清
水
・
三
保
地
区
）」

を
指
定
し
、
地
域
の
産
業
や
伝
統
、
食
文
化

に
ふ
れ
、
水
源
地
域
の
役
割
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
て
も
ら
い
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
は
、
水
源
地
域
を
学
習
の
場
と

し
、
水
源
地
域
と
都
市
住
民
と
の
交
流
を
図

る
事
業
「
水
源
地
域
交
流
の
里
自
然
体
験
教

室
」
等
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
10
月
17
日
（
日
）
に
共
和

地
区
で
、10
月
23
日
（
土
）
に
三
保
地
区
で
、

10
月
24
日
（
日
）
に
清
水
地
区
で
水
源
地
域

交
流
の
里
自
然
体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

共
和
地
区
で
は
竹
細
工
や
間
伐
体
験
、

ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
が
行
わ
れ
、
お
昼
に

は
鹿
カ
レ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
三
保

地
区
で
は
門

か
ど
に
ゅ
う
ど
う

入
道
作
り
や
竹
細
工
、
植
樹
、

マ
ス
の
つ
か
み
取
り
が
行
わ
れ
、
お
昼
に
は

し
し
鍋
や
か
ま
ど
で
炊
か
れ
た
ご
飯
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
清
水
地
区
で
は
足
柄
茶

染
め
や
竹
細
工
、
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
、
餅

つ
き
体
験
が
行
わ
れ
、
お
昼
に
は
芋
煮
鍋
や

つ
き
た
て
の
お
餅
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
都
市
部
の
親
子
は
、
地
域

の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、
水
源
地
域
の
産

業
や
伝
統
、
食
文
化
に
ふ
れ
、
水
源
の
大

切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

水源林の役割に興味津々

マスとお餅のお昼ご飯

間伐を行い水源環境保全を体験

おいしいお餅できるかな？
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　人権週間とは、昭和２３年(１９４８年)１２月１０日に国際連合総会で、基本的人権及
び自由を尊重し確保するために、世界すべての人々とすべての国々とが達成すべき共通の
基準として、「世界人権宣言」が採択されたその日を記念して制定された、世界人権デー
を最終日とする１週間(１２月４日から同月１０日まで)のことです。
 「人権週間」には、世界人権宣言の意義を訴えるとともに、人権尊重思想の普及と高揚
に努めるため、講演会の開催やポスターの掲示、街頭での啓発活動など人権擁護の考え方
を社会に広げていくための行事や活動が全国各地で行われます。

＊
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

＊
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

＊
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

＊
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

＊
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

＊
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め

よ
う

＊
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

＊
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

＊
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

＊
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

慮
し
よ
う

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
は
止
め
よ
う

＊
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

＊
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

＊
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

＊
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

＊
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

【
問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班

　
　
　
　
　

（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
４

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　
　

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　
　
　

  

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
」

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　
　

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　
　
　

  

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
」

平
成
22
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

平
成
22
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

１２月４日から１０日までは 人権週間人権週間

啓
発
活
動
年
間
強
調
事
項

啓
発
活
動
年
間
強
調
事
項

寝タバコは絶対にしない。灰皿の中には、水を
いれておく。

ストーブは燃えやすいものから離れた位置で
使用する。給油のときは、必ず火を消してか
ら行う。

ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火
を消す。

逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器等を設
置する。

○火災を未然に防ぐため、次のことに注意しましょう

【問合せ】足柄消防組合消防本部警防課　電話７４－６６６４　テレホンサービス：０１８０－９９４－９１１

寝具や衣類からの火災を防ぐため、防炎製品
を使用する。

消火器を設置する。

高齢者や身体の不自由な方を守るため、隣近
所で協力体制をつくる。

家のまわりに可燃ごみなどの燃えやすい物を
置かない。

マッチやライターを放置しない。

外出するときは、必ず火の元を点検する。

年末火災
特別警戒火災を防ぐ 予防と対策

気をつけよう!!

　１２月２５日（土）から３１日（金）の間、年末火災特別警戒を実施します。
　この時期は、ストーブ等の使用の増加と乾燥により火災の発生、拡大が予想されることから、次のこと
に注意しましょう。また、足柄消防組合で期間中、各署において横断幕・立て看板等の掲出及びテレホンサー
ビスによる住民への防火意識の高揚を図るとともに、消防車両等で巡回広報し、火災の予防と発生を警戒
します。なお、町消防団でも警戒期間中、夜間広報活動を実施します。
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Q
R
コ
ー
ド
読
み
取
り
内
容

宛
先
　

cfm
@
io.dataeast.jp

件
名
　

t-yam
akita

　

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
を
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
表
示
さ

れ
た
宛
先
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　

空
メ
ー
ル
送
信
後
、登
録
案
内
メ
ー

ル
が
送
信
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、指
示
に
従
っ

て
詳
細
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
が
な

い
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録

す
る
場
合
は
、
新
規
メ
ー
ル
を
選
択

後
、
次
の
宛
先
と
件
名
を
入
力
し
、

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　

（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
３

配
信
し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

au・Softbank

docomo
　ペットのフンは飼い主が責任を
もって後片付けをしましょう。
　野良猫などにエサを与える方は、
責任を持って最後まできちんと面倒
を見るようにお願いします。
　もし面倒を見ることができなけれ
ば、近隣の迷惑になりますのでエサ
を与えないでください。

【問合せ】生活環境課生活環境班
　　　　 （電話）７５－３６４５

みんなでまちをきれいにみんなでまちをきれいに

＜参考＞
○：平常通り診療
◎：急患のみ診療
△：午前のみ診療
×：全　休

月　　日
おおり
医院

○
△
△
◎
△
△
○
○

ねもと総合
内科クリニック

○
△
×
×
×
×
○
○

県立
足柄上病院

◎
◎
◎
◎
◎
◎
○
○

足柄上地区
休日急患診療所

×
○
○
○
○
○
×
×

町立
山北診療所

×
×
×
×
×
×
○
○

飛彈
クリニック

△
×
×
×
×
×
○
○

12月29日（水）
12月30日（木）
12月31日（金）
 1月 1 日（土）
 1月 2 日（日）
 1月 3 日（月）
 1月 4 日（火）
 1月 5 日（水）

年末年始 医療機関の診療について年末年始 医療機関の診療について

年末年始 急患歯科診療について年末年始 急患歯科診療について

※必ず電話で連絡
　の上、受診して
　ください。

【問合せ】健康づくり課 健康づくり班　電話７５－０８２２

足柄歯科医師会では、次の体制で年末年始の急患の診療をします。

12月29日（水）

12月30日（木）

12月31日（金）

 1月1日（土）

 1月2日（日）

 1月3日（月）

８２－００１０

８３－５６２２

７４－０１００

７４－９４７１

７５－００９６

８４－１１８２

松田町松田惣領１２１７－１

大井町金子２１０

南足柄市関本５６１

南足柄市竹松１７４３

山北町向原２０３８－１

開成町吉田島４３５５－３

田村歯科医院

間宮歯科医院

土岐歯科医院

瀬戸歯科医院

藤井歯科医院

たまき歯科医院

月　　日 電話番号所　在　地医療機関名 診療時間
　９：００～
１２：００


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


町職員の人事異動町職員の人事異動

新 所 属

生活環境課長

所 属

生涯学習課主幹

氏 名

湯川　光広

［課長級］ （平成２２年１１月１５日付け）

（敬称略）



広報やまきた　平成22年12月号　No.670 �広報やまきた　平成22年12月号　No.670�



自
治
基
本
条
例
策
定
だ
よ
り

―

ま
ち
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
は
じ
め
ま
す
。
vol.1

１
．

２
．

３
．

地
方
分
権
が
進
み
、「
地
域
の
こ
と

は
地
域
が
決
め
る
」
と
い
う
原
則
の
も

と
、
住
民
・
議
会
・
行
政
が
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

と
な
る
の
が
、「
自
治
基
本
条
例
」で
す
。

１
．
自
治
基
本
条
例
と
は
？

な
ぜ
条
例
を
策
定
す
る
の
か

こ
れ
ま
で
国
は
、
生
活
向
上
（
政
治
、

経
済
、文
化
）を
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、

統
一
性
、
公
平
性
を
重
視
し
、
権
限
や
財

源
を
集
中
さ
せ
る
「
中
央
集
権
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
り
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、国
と
自
治
体（
都
道
府
県
・
市
町
村
）

と
の
関
係
は
、
国
が
目
標
や
方
針
を
示
し
、

そ
の
実
現
の
た
め
、
自
治
体
に
指
示
を
与

え
る
「
上
下
・
主
従
」
の
関
係
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
「
Ｉ
Ｔ
の
普
及
、
少

子
高
齢
化
、経
済
の
停
滞
」
な
ど
に
よ
り
、

社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ

り
、人
々
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、

こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権
型
の
シ
ス
テ
ム
で

は
、
個
別
の
課
題
へ
の
対
応
が
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
の
特

性
や
多
様
化
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
、
地

域
で
決
定
す
る
」
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
が
持
つ
「
権
限
や

財
源
な
ど
」を
自
治
体
に
移
す
と
い
う「
地

方
分
権
」
に
向
け
て
、
平
成
12
年
４
月
に

地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
国
と
自

治
体
の
関
係
は
「
上
下
・
主
従
か
ら
対

等
・
協
力
」
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、自
治
体
運
営
に
つ
い
て
、

国
の
指
示
に
従
い
事
業
を
推
進
す
る
方
式

か
ら
、地
域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
考
え
、

自
分
た
ち
の
責
任
で
決
め
て
い
く
方
式
に

変
わ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で

必
要
と
な
る
の
が
、「
自
治
基
本
条
例
」

で
す
。
こ
の
条
例
は
、
山
北
町
に
関
係
す

る
人
々
（
住
民
・
議
会
・
行
政
な
ど
）
の

役
割
や
権
利
な
ど
を
明
確
に
し
て
、
自
治

の
最
も
基
本
的
な
理
念
や
仕
組
み
な
ど
と

合
わ
せ
て
条
例
と
い
う
形
で
法
的
に
規
定

す
る
も
の
で
す
。

町
で
は
、自
治
の
方
針
、基
本
的
な
ル
ー

ル
、
仕
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
山
北
町
自

治
基
本
条
例
」
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

条
例
の
性
格
及
び

　
　
　

位
置
づ
け
に
つ
い
て

自
治
基
本
条
例
と
は
、
自
治
の
方
針
、

基
本
的
な
ル
ー
ル
な
ど
、
自
治
体
と
し
て

の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、

山
北
町
の
実
態
（
特
性
）
に
合
っ
た
条
例

策
定
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

策
定
の
視
点
に
つ
い
て

策
定
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
と

の
合
意
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
条
例
の
必

要
性
、条
例
の
性
格
等
を
十
分
に
議
論
し
、

山
北
町
の
実
態
に
あ
っ
た
実
施
可
能
な
内

容
と
し
ま
す
。

条
例
に
規
定
さ
れ
る
事
項
は
「
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
原
則
」「
住
民
と
行
政
の
情

報
共
有
の
推
進
」「
住
民
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
加
の
推
進
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

育
成
」「
住
民
と
行
政
の
役
割
と
責
務
」「
住

民
と
行
政
の
協
働
」「
町
の
財
政
」「
行
政

評
価
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
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４
．

１
．

２
．

全国に広がる制定の動き
　平成１３年４月に北海道ニセコ町で「ニセコ
町まちづくり基本条例」が施行されました。こ
れが全国で初めて制定された自治基本条例です。
　現在、こうした自治基本条例制定の動きは全
国の市町村に広がっています。（県内では川崎市、
平塚市、茅ヶ崎市、逗子市、厚木市、大和市、
海老名市、座間市、綾瀬市、寒川町、大井町、
開成町、箱根町、湯河原町、愛川町が制定）。

【問合せ】　企画財政課企画班　電話７５－３６５２

～みなさんの思いを
　　　　　自治基本条例に～

みんなでつくる自治基本条例

　山北町自治基本条例は、これから平成24年度まで
の３か年をかけて策定します。
　今年度内には条例の素案をとりまとめ、平成23年
度には素案をもとに、住民のみなさんと検討を進め
ます。平成24年度前半には条例案を決定して、その
後、議会に提出し、議決を目指します。

ど
う
策
定
し
て
い
く
の
か

策
定
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
条
例
の
性

格
上
、住
民
主
体
を
原
則
に
協
働（
住
民
・

行
政
）
に
よ
り
進
め
る
こ
と
と
し
、
検
討

内
容
等
の
情
報
は
広
く
住
民
の
方
々
に
提

供
し
ま
す
。

２
．
な
ぜ
、
今

　
　

自
治
基
本
条
例
な
の
か
？

自
治
基
本
条
例
の
必
要
性

地
方
分
権
一
括
法
施
行
前
に
比
べ
、
地

方
自
治
体
が
自
ら
そ
の
あ
り
方
を
選
択
し
、

政
策
を
実
行
で
き
る
範
囲
が
広
が
り
ま
し

た
が
、
そ
の
自
治
体
の
主
役
で
あ
る
住
民
の

参
加
に
は
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
住
民
で
で
き

る
こ
と
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
、
自
治
体
が

や
る
べ
き
こ
と
と
い
っ
た
、
住
民
と
行
政
の

み
な
さ
ん
が
協
働
し
て
、
地
域
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん

に
関
わ
り
の
深
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
住
民

の
方
に
ど
の
よ
う
に
「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

は
住
民
」
と
い
う
こ
と
を
浸
透
さ
せ
る
か
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
、

　
　
　

条
例
を
つ
く
る
過
程

自
治
基
本
条
例
は
、
地
域
の
問
題
解
決
の

た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
た「
町
の
憲
法
」で
す
。

自
治
基
本
条
例
は
制
定
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
制
定
ま
で
の
過
程
や
、
制
定
さ

れ
た
後
も
町
づ
く
り
に
住
民
が
参
加
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
一
緒
に
自
分
た
ち
の

町
を
知
り
、
町
の
進
む
べ
き
方
向
を
考
え

る
こ
と
で
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
自
治
の
力
が
身

に
つ
き
ま
す
。町
で
も
、住
民
の
み
な
さ
ん

に
自
治
基
本
条
例
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
情
報
提

供
を
し
て
い
き
ま
す
。
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アあ

　インフルエンザとかぜは、原因となるウィルスの種類が異なります。かぜは合併症にもかかりにくく、症状
は鼻やのどに現れるのに対し、インフルエンザは肺炎や気管支炎などを併発する可能性があり、３８～４０度
の高熱が３日間ほど続きます。さらに関節痛や筋肉痛などの症状が現れます。

インフルエンザとかぜの違い

感染予防のポイント

インフルエンザにかかってしまったら

【問合せ】健康づくり課健康づくり班　電話　７５－０８２２

○適度な温度、湿度を保つ
　インフルエンザウィルスは低温、低湿を好み、
乾燥しているとウィルスが長時間空気中を漂っ
てしまいます。加湿器などで室内の適度な温度・
湿度を保ちましょう。

○外出後のうがい・手洗い
　手洗いは接触による感染を防ぎますので、石
けんで１５秒以上、手首を含め、手全体をしっ
かり洗いましょう。うがいはのどの乾燥を防ぎ、
感染を予防します。

○マスクの着用
　花粉用マスクが効果的です。口と鼻をしっか
りとおおいましょう。

○せきエチケット
　せきやくしゃみなどをするときは、ティッシュ
などで口と鼻をおおい、人に顔を向けないよう
に注意しましょう。使ったティッシュはすぐに
ごみ箱に捨てましょう。

○栄養と休養を十分に取る
　体力をつけ、抵抗力を高めることで感染しに
くくなります。

　インフルエンザを確実に予防するために早めに予
防接種を受けましょう。予防接種を接種してから実
際に効果を発揮するまでに約２週間かかります。

インフルエンザ予防接種の接種場所は？

　インフルエンザにかかってしまったと思ったら、自分の体を守るだけでなく、他の人へインフルエンザをう
つさないという意味でも早めに医療機関で受診し、治療を行いましょう。また、水分を十分に補給し、安静に
して休養をとりましょう。特に睡眠を十分にとることが大切です。

おおり医院

飛彈クリニック

山北１９２

山北７１１－３２

向原１５０

谷ケ１０１８－２０

☎７５－００５６

☎７５－００９５

☎７５－１７１７

☎７７－２２８１

　かかりつけの医療機関（内科、小児科、産婦人科
など）で受けられます。

～インフルエンザの流行期間は、１２月から３月です～

ザ予防対策をザンザザフルンフンインイインフルエンルイイ ンンン を予防ザ予ザ予ンザザルフルフンフンフインインイ エンエエルエンザ予ル ンザ予防対策ザンンイイ ンザンンン を予防対策を対ルエンザ予防対策をルエンザ予防対策をルエンザ予防対策をンフンフンフイイイ
？かかか？？すすすすすすすすいいいいてていてててしししてししてしていますすいてい かかか？？？ますかますかますかますかいいいいてててししし

インフルエンザ予防対策を
していますか？

まだ予防接種をしていない方は
　　　　予防接種を受けましょう

山北町内の
　　  接種ができる医療機関

医療機関名
（５０音順）

所 在 地 電話番号

町立山北診療所

ねもと総合
内科クリニック
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 1 3

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

１０月１７日（日）ワンダーランド秋の公演

１０月２１日（木）汽車ポッポ人形劇公演

　「芸術の秋」、「文化の秋」の１０月に公民館文化事業「ワンダーランド秋の公演」と公民館ボラ
ンティア「汽車ポッポ」による人形劇公演を開催しました。
　中央公民館では今後も季節にぴったりの教室及び行事を多数開催予定です。皆様お誘いあわせ
のうえ、ぜひご参加ください。

日　　時　１２月１８日（土）
　　　　　１３：３０～１５：１０
場　　所　多目的ホール
定　　員　２８８名（入場無料・要整理券）
申込方法　１１月１６日（火）９：００より中央公民

館、清水・三保支所にて、申し込みと同
時に整理券を配布します。定員になり
しだい締め切りとさせていただきます。

※シリーズ１・２を観たことのない方でも、楽しんで鑑賞できます。
※３Ｄ上映ではなく通常の上映となります。ご了承ください。

日　　時　１２月１８日（土）
　　　　　１３：３０～１５：１０
場　　所　多目的ホール
定　　員　２８８名（入場無料・要整理券）
申込方法　１１月１６日（火）９：００より中

央公民館、清水・三保支所にて、
申し込みと同時に整理券を配布
します。定員になりしだい締め切
りとさせていただきます。

※シリーズ１・２を観たことのない方でも、楽しんで鑑賞で
きます。
※３Ｄ上映ではなく通常の上映となります。ご了承くださ
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＊１２月３日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊１２月３日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊１２月３日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

クリスマスケーキ作り教室
日　時　１２月１５日（水）９：３０～１２：００
内　容　デコレーションしたシフォンケーキ、野

菜たっぷりのクレープを作ります。
対　象　一般（定員２４名）
講　師　山崎　多恵子さん
参加費　４００円       
持ち物　エプロン・三角巾
　　　　筆記用具・持ち帰り用容器

正月飾り作り教室
日　時  １２月２２日（水） １３：３０ ～１６：３０
内　容  玄関用の正月飾りを作ります。
対　象  一般（定員 ２０名）
講　師  竹久保  昭一さん
参加費  ５００円
持ち物  花バサミ・汚れても良い服装

イベント紹介

　小河理恵子さんを講師にお招きして、ジャックラン
タンをあしらったリースを作りました。

　沼田陽子さんを講師にお招きして、かぼちゃの「カ
ントリーケーキ」を作りました。

　日本茶インストラクターの門脇美智子さんをお招きし
て、「足柄うまみ茶 花里の雫」（すすり茶）の体験教
室を開催しました。

　湯山めぐみさんを講師にお招きして、布の絵本「三び
きのやぎのがらがらどん」を作りました。

生涯学習発表会（ロビー展示）

◎ 教室についての申し込み、問合せは中央公民館事務室 ☎（ 75 ）3131 までどうぞ。◎ 教室についての申し込み、問合せは中央公民館事務室 ☎（ 75 ）3131 までどうぞ。

クリスマス・もみの木コンサート開催、出演者募集中！
開催日時  １２月２３日（木）１６：００～１７：００
場　　所  中央公民館・１階ロビー                                               
内　　容  ミュージックベルとコーラスの演奏会
練 習 日  １２月４日（土）・１８日（土）１５：００～１７：００

印の付いている教室には託児サービスがあ
ります。ただし有料ですので、ご希望の方
はお申込の際にお問合せください。

クリスマス映画鑑賞会「トイ・ストーリー３」申込み受け付け中！
日　　時　１２月１８日（土）１３：３０～１５：１５（１３：００開場）
場　　所　多目的ホール       定  員：２８８名（入場無料・要整理券）
※中央公民館、清水・三保支所にて受付・整理券配布!

本のリサイクル展を開催しました！！
　１０月１６日から２４日まで1階ロビーにて図書室で除籍となった古本のリサ
イクル展を開催しました。
　期間中たくさんの方々が訪れ、９９８冊の本がリサイクルされました。

入場自由・無料

鈴木 義和写真展 「ＴＨＥ Ｊリーグ」【１１月１３日～２３日】

※出演者募集中です。申込み・練習などの問合
せは中央公民館 ℡（７５）３１３１まで
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＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日
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月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

12月

12 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

4 土

ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １３：３０ 申込者 中央公民館

人権問題講演会 多目的ホール １３：３０ 自　由 生涯学習課　　☎（75）3649

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

8 水 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

11 土
篆刻教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

リトルコンサート 多目的ホール １４：００ 自　由 山崎 美恵子　　☎（75）0783

14 火 そば作り教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

15 水 クリスマスケーキ作り教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

16 木 つるし雛作り教室② 第 １ 会 議 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

18 土

ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １３：３０ 申込者 中央公民館

クリスマス映画鑑賞会 多目的ホール １３：３０ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

19 日 ライブ・イン・山北 多目的ホール １３：３０ 自　由 生涯学習課　　☎（75）3649

22 水 正月飾り作り教室 １ 階 ロ ビ ー １３：３０ 申込者 中央公民館

23 木 クリスマス・もみの木コンサート １ 階 ロ ビ ー １６：００ 自　由 中央公民館

1 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

5 水 賀詞交歓会 多目的ホール １０：００ 招待者 総務防災課　　☎（75）3643

6 木 消防出初式 多目的ホール ９：３０ 招待者 総務防災課　　☎（75）3643

9 日 成人式 多目的ホール １０：３０ 対象者 生涯学習課　　☎（75）3649
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）

☆ 今月の新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
神様のカルテ２
心がフッと軽くなる「瞬間の心理学」
母 ―オモニ―
おいしい中国
やりたい仕事がある!
チア男子！！

夏　川　草　介
名　越　康　文
姜　　　尚　中
楊　　　　　逸
池　上　　　彰
朝　井　リョウ

書　　　名   著  者  名  等
チームあかり
ばすくんのくりすます
見習い魔術師トトの冒険 １・２
ローズのにわ
プーさん森にかえる

吉　野　万里子
なかや　み　わ
立　石　　　彰
ピーター・レイノルズ
デイヴィッド・ベネディクタス

◆ 一 般 書

◆ 児 童 書

タイトル
◆ D V D

 ～大掃除前に読みたい本～
掃除・片付け・収納・修理などの本を集めて展示します。

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　

※ＤＶＤは１２月７日（火）より貸出しを開始します。

　１１月１１日（木）に山北中学
校の２年生３名を受け入れました。
　当日は緊張しながらも積極的
にカウンター業務や図書整理、
装備などに取り組んでくれました。

中学生の職場体験学習を
受け入れ

　図書室おすすめのクリスマスに関する
絵本などを集めました。ぜひご覧ください。

クリスマスコーナーを設置しました。だいすきＡＢＣ
（げんきげんきノンタン）
うたおう！クリスマス
（げんきげんきノンタン）
うずらちゃんのかくれんぼ
ルイスと未来泥棒
きかんしゃトーマス
キャラクター大図鑑
まじめにふまじめ
かいけつゾロリ ２
アバター
劔岳～点の記～

コロコロことばいえるかな？
（げんきげんきノンタン）
ハローキティといっしょ
がまんできるよ
パンダコパンダ
カールじいさんの空飛ぶ家
まじめにふまじめ
かいけつゾロリ １
ハリー・ポッター
　　　　　　と謎のプリンス
アリス イン ワンダーランド
世界名作童話集

●日　程・内　容
①１２月   ４日（土）
　　パネルシアター 「てぶくろ」ほか
   （おはなしボランティア「クローバー」）
②１２月   ８日（水）
　　しかけ紙芝居 「まどからのおくりもの」ほか
   （おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
③１２月１８日（土）
　　紙芝居 「ききみみずきん」ほか
   （おはなしボランティア「ゆめ」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　おはなし室（図書室内）
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山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第80号

　

子
宮
が
ん
は
、
子
宮
の
入
口
に
で
き
、

30
〜
40
歳
代
の
発
症
が
多
い
子
宮
頸

が
ん
、
子
宮
の
奥
に
で
き
50
〜
60
歳
代
の

発
症
が
多
い
子
宮
体
が
ん
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
20
歳
代
で
子
宮
頸
が
ん
の
発
症

が
増
加
し
て
お
り
、
初
交
年
齢
の
低
下
や

食
生
活
の
欧
米
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
増
殖
ス
ピ
ー
ド
が
非

常
に
遅
く
、
定
期
検
診
を
続
け
て
い
れ
ば

早
期
発
見
で
き
、
治
癒
率
が
高
い
が
ん
で

す
。

　

定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

が
ん
に
な
っ
た
ら
助
か
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

乳
・
子
宮
が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
す
れ
ば
治
る
病
気
で
す
。
家
族
の
健
康
を

守
り
、
自
分
自
身
の
健
康
も
守
り
ま
し
ょ
う
。

最
も
女
性
に

多
く
か
か
る
が
ん

　

毎
年
４
万
人
を
超
え
る
方
が
、乳
が
ん

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
女
性
の

30
人
に
１
人
が
乳
が
ん
に
か
か
る
と
い

わ
れ
、
30
歳
代
か
ら
増
加
傾
向
と
な
り
、

50
歳
台
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

２
０
０
５
年
に
は
、
乳
が
ん
で
亡
く
な

る
方
が
年
間
１
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

乳
が
ん
は
、
５
㎜
か
ら
１
㎝
位
に
な

る
と
自
己
触
診
で
見
つ
け
る
こ
と
も
で

き
、
自
分
で
発
見
で
き
る
唯
一
の
が
ん

で
す
。

20
歳
代
の
若
年
層
で
急
増

「
が
ん
検
診
」の
受
診
率
が
低
い

「
が
ん
検
診
」を
受
け
ま
し
ょ
う

　

乳
・
子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、

欧
米
な
ど
で
は
80
％
以
上
と
高
い
の

に
対
し
、
日
本
で
は
低
く
、
山
北
町

で
は
更
に
低
い
受
診
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

乳
・
子
宮
が
ん
検
診
に
は
，
医
療
機

関
で
受
け
る
施
設
検
診
と
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
集
団
検
診(

平

成
23
年
１
月
実
施
予
定)

を
選
べ
ま
す
。

※

乳
・
子
宮
が
ん
検
診
は
、
２
年
に

１
回
受
診
す
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
国
の
が
ん
対
策
で
特
定
年

齢
の
方
に
検
診
費
用
が
無
料
と
な
る

無
料
検
診
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
が
ん
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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が
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宮
頸
が
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子
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りかん

がん検診受診率（2007年度）

女
性
特
有
の
が
ん(

乳
・
子
宮
が
ん)

に

　
　
　
　
　

か
か
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
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いいね！いいね！
子育て子育て子育て子育て子育て子育てってって
小室さん
ご家族
＜湯坂＞

お父さん　小室　徹治さん

お母さん　　　　さつきさん

　　　　　　　　鈴華ちゃん   ６歳

　　　　　　　　智也くん      ０歳

　

す ず か

と も や


　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 
　　 


山北町統一美化
クリーンキャンペーン 実施を

　町では、丹沢大山クリーンピア２１クリーン
キャンペーンに合わせ、メイン会場を三保小学校
とし、町内全域で山北町統一美化クリーンキャン
ペーンを実施しました。
　当日、メイン会場の三保小学校には町内外の多
くの方が集まり、丹沢湖周辺の散乱ゴミの一斉清
掃や不法投棄パトロールを行いました。

メイン会場の
三保小学校

町をきれいに、
一斉清掃

私
た
ち
は
、
パ
パ
、
マ
マ
、
小
学
校
1

年
生
の
鈴
華
、
今
年
3
月
に
誕
生
し
た
智

也
の
4
人
家
族
で
す
。
今
年
の
１
月
に
松

田
町
か
ら
山
北
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
妊
娠
中
に
引
っ
越
し
を
し
、
智
也
が

産
ま
れ
て
す
ぐ
に
鈴
華
の
卒
園
式
・
入
学

式
と
忙
し
く
、
体
力
的
に
と
て
も
大
変
で

し
た
。

両
家
の
実
家
が
歩
い
て
10
分
の
所
に
あ

る
の
で
、
パ
パ
の
実
家
に
は
買
い
物
を
す

る
時
預
か
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
私
の
実
家

で
は
夕
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
り
、
鈴

華
の
習
い
事
の
送
り
迎
え
な
ど
、
協
力
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

鈴
華
は
小
学
生
に
な
っ
て
、弟
も
で
き
、

急
に
お
姉
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
か

ら
帰
る
と
「
た
だ
い
ま
」
と
言
う
よ
り
先

に
「
智
ち
ゃ
ん
起
き
て
る
？
」
と
必
ず
聞

き
ま
す
。
帰
宅
時
間
と
お
昼
寝
の
時
間
が

同
じ
な
の
で
寝
て
い
る
と
さ
み
し
い
み
た

い
で
す
。
起
き
て
い
る
時
は
走
っ
て
智
也

に
か
け
よ
り
ま
す
。
ミ
ル
ク
を
作
っ
て
く

れ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
を
片
付
け
た
り
、
離

乳
食
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
り
と
、
よ
く

手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
智
也
が
ぐ
ず
っ
て

い
る
と
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
歌
を
歌
っ

た
り
と
、
す
ご
く
面
倒
を
み
て
く
れ
ま

す
。
自
分
の
事
と
な
る
と
ゆ
っ
く
り
と

マ
イ
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す

が
・
・
・
。
で
も
少
し
ず
つ
が
ん
ば
っ
て

成
長
し
て
い
る
姿
を
み
る
と
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。

智
也
は
８
か
月
に
な
り
、
つ
か
ま
り
立

ち
を
し
、
手
を
離
し
て
５
秒
間
ぐ
ら
い

立
っ
て
い
る
時
も
あ
り
ま
す
。
ハ
イ
ハ
イ

で
の
後
追
い
も
激
し
く
、
ど
こ
に
行
く
に

も
つ
い
て
き
ま
す
。
口
に
は
何
で
も
入
れ

て
し
ま
う
の
で
、
目
が
離
せ
な
く
て
大
変

で
す
。
鈴
華
と
は
６
歳
離
れ
て
い
る
た
め

い
ろ
い
ろ
と
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

思
い
返
し
な
が
ら
何
と
か
こ
こ
ま
で
や
っ

て
こ
れ
ま
し
た
。
離
乳
食
も
本
を
み
な
が

ら
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
最
近
ま
で
は

あ
ま
り
食
べ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
急
に

食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
作
っ
て
い
て
う
れ

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
目
が

離
せ
な
く
な
る
の
で
、
私
も
が
ん
ば
ら
な

き
ゃ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
２
人
の
子
育
て
は
大
変
で
、
う

れ
し
い
事
、
感
動
す
る
事
、
い
ろ
い
ろ
な

事
が
あ
り
ま
す
が
、
パ
パ
と
協
力
し
て
子

ど
も
達
が
毎
日
笑
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
さ
つ
き
さ
ん
）
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

山北　264mm（253mm）
三保　254mm（262mm）

山北　17.6℃（17.4℃）
三保　16.8℃（15.9℃）

※（　）内は平成21年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

５，897人
６，１81人
１２，078人

（－14人）
（－１4人）
（－28人）

世帯数　４，２１8世帯（ｰ1世帯）

はらからと母方従兄十七人皆他界して吾は卆寿に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　薮田テル

金剛杖に頼りて登りし七十年前頂きわめし富士は身近に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯山栄子

お詫びと訂正
広報やまきた１１月号の「歌会詠草」に誤りがあ
りました。お詫びして訂正させていただきます。

そつじゅ いただき

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

ひ ろ と

な な か

ゆ め か

下本村　 鈴　木　陽　斗（男）　憲　一・さおり
前耕地　 若　林　七　楓（女）　雅　也・比呂美
　畑　　 髙　𣘺　夢　華（女）　重　順・智　子

※今回の掲載分は、平成２２年１０月１６日から平成２２年１１月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

　台　　　䉤　田　つ　ね（女）９０歳　本　人
馬　場　　増　澤　　　江（女）９３歳　　〃　
堂　山　　村　磯　澄　夫（男）８４歳　　〃　
田屋敷　　渡　邊　廣　喜（男）８４歳　　〃　
宮　地　　瀬　戸　孝　一（男）７８歳　　〃　
　宿　　　瀬　戸　喜　作（男）７８歳　　〃　
尺里中　　佐　藤　　佐　（男）７６歳　　〃　
上本村　　宮　本　カ　子（女）９８歳　　〃　
下本村　　藤　原　渉　一（男）７５歳　　〃　
湯　触　　山　﨑　ち　よ（女）９２歳　　〃　
　畑　　　井　上　忠　男（男）９２歳　　〃　
　〃　　　木　村　一　夫（男）８１歳　　〃
　〃　　　渡　邉　髙　良（男）８４歳　　〃　
馬　場　　大　谷　喜　代（女）８９歳　　隆　
上清水　　青　木　律　子（女）９０歳　敏　夫
南　原　　川　口　富美江（女）６０歳　　　弘
下本村　　加　藤　節　子（女）６０歳　遥　太
村　雨　　杉　本　ソ　ノ（女）８５歳　る　み
透　間　　山　崎　咲　子（女）５４歳　通　雄
玄　倉　　佐　藤　い　の（女）８６歳　　勉　
焼　大　　湯　川　トシ江（女）７２歳　榮　作
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kaikei@town.yamakita.kanagawa.jp

tyomin@town.yamakita.kanagawa.jp

zeimu@town.yamakita.kanagawa.jp

会 　 計 　 課　75－3640

町 　 民 　 課　75－3641

税 　 務 　 課　75－3642

fukusi@town.yamakita.kanagawa.jp

teijyuu@town.yamakita.kanagawa.jp

seikatu-kankyo@town.yamakita.kanagawa.jp

sankan@town.yamakita.kanagawa.jp

toshi@town.yamakita.kanagawa.jp

kikaku-zaisei@town.yamakita.kanagawa.jp

gakusyu@town.yamakita.kanagawa.jp

福 　 祉 　 課　75－3644

定 住 対 策 室　75－3650

生 活 環 境 課　75－3645

産 業 観 光 課　75－3646

都 市 整 備 課　75－3647

企 画 財 政 課　75－3652

生 涯 学 習 課　75－3649

kyoiku@town.yamakita.kanagawa.jp

seisaku@town.yamakita.kanagawa.jp

soumu-bousai@town.yamakita.kanagawa.jp

gikai@town.yamakita.kanagawa.jp

kenkou-c@town.yamakita.kanagawa.jp

bran-simizu@town.yamakita.kanagawa.jp

bran-miho@town.yamakita.kanagawa.jp

学 校 教 育 課　75－3648

政 策 秘 書 課　75－3651

総 務 防 災 課　75－3643

議 会 事 務 局　75－3653

健 康 づ く り 課　75－0822

清　水　支　所　77－2404

三　保　支　所　78－3006

役場各課の
直通電話番号と
メールアドレス

〒258-0195神奈川県足柄上郡山北町山北1301-4  TEL.0465-75-1122（代表）山北町役場 企画財政課編集発行
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やまきた歳時記やまきた歳時記

　１１月３日、室生神社例大祭で、流鏑馬神事の奉納が行われました。
　当日は晴天となり、多くの観光客が集まるなか、神社周辺を神
輿が練り歩き、その後、流鏑馬神事が行われました。馬場を駆け
抜け、矢を射る時には、観光客から大きな歓声があがりました。

　１１月３日、室生神社例大祭で、流鏑馬神事の奉納が行われました。
　当日は晴天となり、多くの観光客が集まるなか、神社周辺を神
輿が練り歩き、その後、流鏑馬神事が行われました。馬場を駆け
抜け、矢を射る時には、観光客から大きな歓声があがりました。

県指定無形民俗文化財

矢を射ながら馬場を駆ける

高速バス 京都大阪線（金太郎号） 運行開始３年目突入ご愛顧キャンペーン！！
　富士急湘南バス㈱・近鉄バス㈱では京都大阪線の高速バス開業２周年を記念
して、抽選で1組2名様に「新松田駅～京都駅八条口までの往復乗車券・京都観
光一日乗車券」をプレゼントします。冬の京都市内観光をお楽しみください。

　富士急湘南バス㈱・近鉄バス㈱では京都大阪線の高速バス開業２周年を記念
して、抽選で1組2名様に「新松田駅～京都駅八条口までの往復乗車券・京都観
光一日乗車券」をプレゼントします。冬の京都市内観光をお楽しみください。
【京都大阪線運行時刻】

１日１往復
新松田駅発　　　２１：００　⇒　京都駅八条口着　翌日５：２９
京都駅八条口発　２２：５８　⇒　新松田駅着　　　翌日７：１９

【問合せ】富士急湘南バス㈱　（電話）８４－００９３

対　　象
応 募 先

山北町在住の方
〒２５８－０００３
足柄上郡松田町松田惣領３６０
富士急湘南バス㈱優待券係宛

締め切り
当選発表

有効期限

１２月１７日（金）※当日消印有効
１２月２７日（月）
※当選者への連絡をもってかえさせていただきます。
平成２３年１月４日～１月３１日の間（座席予約制）

ご希望の方は、官製はがきに住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、ご応募ください。


